
【避暑地､上高地と焼岳】

【暑い夏は川遊びが最高！】
 猛暑の夏はなんと言っても水遊びが最高です｡先月は海だったので､今月の久斗山自然教室は

｢川遊び＆生き物観察＆魚取り｣ということで､8月8日に開催しました｡他の行事が重なったり

して参加者は13人でしたが､元気の良い子ども達は水の冷たさをものともしません｡開会早々

に網を持って川に入りました｡さっそく体長12㎝以上あるアカザの成魚が捕まり､カワムツや

カジカ､ドンコといたお馴染みの魚や､トビケラやカワゲラの仲間､コオニヤンマのやご､ヘビ

トンボの幼虫などの水性昆虫､保護者がデカいモクズガニを3匹も捕まえてくれました｡生き物

は水槽や観察ケースに入れてじっくり観察しました｡アカザには8本も髭があります｡生き物の

解説の後は休憩タイム｡川で冷やしておいたスイカで西瓜割りして､美味しくいただきました｡

後は終了時間まで川遊び｡水をかけあってはしゃぎまくり､全身水に浸かっ

てました｡梅雨明けから雨がほとんど降らず､川の水もかなり少ない状態

ですが､清流の生き物達は健在でした｡子ども達も川遊びを満喫しました。

上高地は長野県松本市の梓川上流にあります｡ここは標高

【ご挨拶】

上げています｡それなのに愚かな人類は諍いを止めようとしません｡世界の人々が手を取り合い､地球のことを真剣に考えるべきです｡

今回再び大きな災害に見舞われたことになり､猛暑の中で被災者の苦しみは計り知れないと思います。8月になり､お盆の最中に千葉県は

記録的な豪雨に見舞われ､こちらも大きな被害が出ました｡いずれの被災された地域の皆様に､心よりお見舞い申し上げます｡この夏の日本

列島は最高気温が40℃を越える激暑となり､地球温暖化なんて悠長なことを言っているレベルでは無いと感じました。地球全体が悲鳴を

7月28日､午後4時17分に熊本県で最大震度7の地震が発生しました｡熊本では10年前にも大きな地震が発生しており､
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1,500ｍあり､夏は涼しく､多くの観光客が訪れます｡特に梓川に架かる河童橋は有名です｡中部

山岳国立公園に指定されており､穂高連峰や槍ヶ岳の登山基地にもなっています｡7月25日、

｢加藤文太郎山の会｣主催による遠征登山で､上高地と焼岳(標高2,444ｍ)に登ってきました｡

焼岳は活火山で､山頂付近は硫黄や水蒸気が噴出する噴気孔があり､岩に手を触れると温か

かったです｡噴火の危険レベルが低い今が登山できるチャンスでした｡日帰り登山で､その

夜は諸寄出身の篠原憮然の縁がある岐阜県平湯温泉に宿泊しました｡槍ヶ岳北鎌尾根は加藤

文太郎が遭難した場所であり､今回の遠征は新温泉町の先人を偲ぶ､とても良い旅でした｡

ハリガネオチバタケ

上高地､梓川に架かる河童橋と穂高の山々（丸枠は焼岳､南峰。令和8年7月25日）

川の生き物採集 デカいﾓｸｽﾞｶﾞﾆをゲットカワムツ アカザの口の周りには8本の髭がある

コオニヤンマのやご



【｢青い鳥学級｣久斗山で開催】 【夏休みの一日は朝のラジオ体操から始まる】
 7月29日､香美町と新温泉町合同の青い鳥学級の皆さんが久斗  7月21日より夏休みのﾗｼﾞｵ体操が始ま

山を訪れ､お昼はｼﾞﾋﾞｴｶﾚｰ､午後 りました｡これまでは久斗山で実施して

は久斗川に入って水の冷たさを いましたが､今年は境のふれあいｾﾝﾀｰ前

体感しました｡青い鳥学級は目の で行います｡午前6時半､両地区の子ども

不自由な人とﾎﾞﾗﾝﾃｨｱが支え合っ 達と保護者も加わり､元気いっぱいに体

て活動している団体です｡ を動かして体操します。頑張って､猛暑の夏を乗り越えよう！

【8月は差別をなくす町民運動推進月間】 【｢河川愛護｣で草刈り作業】
 8月3日､たそがれｺﾝｻｰﾄが多目的ﾎｰﾙで開催され､その後で街頭  8月2日､午前6時半より久斗山の村人

啓発活動として各地区に幟旗が 総出で河川の草刈り作業が行れました｡

設置されました｡境は村中橋に､ 村の上からつづらい橋まで､延長900ｍ

久斗山はふれあｾﾝﾀｰ前に立てて の久斗川沿いの草を刈ります｡河川だけ

あります｡28日の夜は人権学習 でなく､旧小学校や薬師堂､西ﾉ谷の地蔵堂の周辺なども手分けして草刈り

会です｡ご参加､お待ちしてます｡ しました｡早朝の涼しい内に作業を終えることができて､お疲れ様でした。

【旧久斗山小学校にお化け集合】 【初盆供養で故人を偲ぶ】
 8月9日の夜､｢戦慄の廃校｣と題して境･久斗山青推協主催の肝  8月14日､今年も公民館の体育館に祭壇

試し大会が開催されました｡暗く を祀り､初盆供養をしました｡今年は3人

なる前からお化け役の保護者が の故人が初盆でした｡午後1時半から準備

準備､開始と共に泣く子や途中で して､夜の7時ごろには次々とお参りに訪

ﾘﾀｲﾔが続出､異様な盛上がりでし れる人があり､線香を手向けていただきました｡お盆で帰郷して久しぶりに

た｡お化け含め総勢60人以上が夜の廃校に集い､大盛況でした。 出会う人もあり､しばし､祭壇の前で会話が弾んでいました｡

○令和８年 ９月の行事

新温泉町内小･中学校　二学期始業式

久斗山自然教室 「夜の鳴く虫と夜行性の生き物観察会」　（18:00～21:00　久斗山地区公民館）

「シワガラの滝ﾄﾚｯｷﾝｸﾞ」　（9:00～15:00　上山高原エコミュージアム）

浜坂東小学校　修学旅行

｢霧ヶ滝ﾄﾚｯｷﾝｸﾞ～秘境の渓谷！上空にｲﾇﾜｼは現れるか！～｣　（9:00～15:00　上山高原エコミュージアム）

☆久斗山地区公民館　【お問い合わせ・連絡先】　新温泉町久斗山628　山本一幸　（℡0796-85-0118）
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雄は翅をこすり合わせて鳴き

声を出すが、雌は鳴かない。


